
平成２４年８月吉日

関係各位

日本道徳教育学会第80回（平成24年度秋季）大会

ご案内及び大会プログラム

日本道徳教育学会会長 横山 利弘
第８０回大会運営委員長 竹内 善一

時下、皆様にはますますご清祥のこととお喜び申しあげます。

さて、すでにご案内のように、日本道徳教育学会第80回（秋季）大会を鳥取県にて開催することとなりまし
た。今大会では、これまで取り上げられることが少なかった資料を重視した道徳授業に関するテーマを掲げ、

一日目には本会副会長の行安茂先生に基調講演をいただき、鳥取大学附属小学校木原教諭による公開授業と授

業検討会を、二日目にはシンポジウムを行う計画です。また自由研究発表では、特色ある実践と研究を多数発

表していただく予定です。ぜひ、多数の皆様のご参加を賜りたく、ここにご案内申しあげます。

大会テーマ 「道徳授業成否の鍵は資料にあり」

大会テーマ設定の趣旨
平成１０年の中教審の答申で引用された調査によれば、相当数の子どもが道徳の授業を楽しくないと感じる

理由として「資料がつまらないから」ということをあげており、教材の在りようが道徳教育の学習に対する子

どもたちの興味・関心を失わせる大きな要因になっていると指摘している。道徳授業の成否は資料にあること

が指摘されながら、なかなか資料の抜本的な見直しなどの対策がほとんど採られていないのが実情である。

道徳授業が専ら「道徳的価値の自覚を深める」指導にのみ力点が置かれ。ただひたすらに焦点化された「道

徳的価値を追求し理解させる」指導になっている。道徳の授業が子どもにとって結論が見え透いた空々しい形

式化した指導パターンになっている。本当に子どもの心を捉え、人生的視野を広げ、将来への夢や希望が持て

る授業になっていないことであり、トータルな人間としての在り方や生き方を問う授業ではなく、ただ「道徳

的価値」追求、「ねらい」達成型中心の授業になりすぎて、「葦の髄から天井を見る」如くで、個別的価値は

見えるが人間としての在り方や生き方すら見えない授業になっている。道徳の授業が、道徳的価値追求型の授

業である限り、この問題は解決されないであろう。

道徳の授業が道徳的価値の追求やねらいを重視するあまり、資料が道徳的価値の追求やねらいを達成しやす

くするために都合よく描かれ、ただ扱いやすさが優先されているものが多く、子どもの夢や希望を膨らませる

ような読み物資料になっていない場合が多いのである。教師にとって扱いやすく指導しやすい資料が、必ずし

も子どもの心に響く資料になっていない。資料は自分の将来への夢や希望や勇気が見出せるきっかけを作り出

せるような資料なのか、生きることの素晴らしさや人生に対する憧れを抱けるような資料なのか、子どもが本

当に知りたがっているのは何なのか、こうした子どものニーズに応えてくれる資料が求められている。

資料の役割は人間としての在り方や生き方を考えさせるのに最もふさわしいモデルであるべきはずである。

子どもが自ら生きる力を培うことが出来るように、資料には人間としての在り方生き方が記述されていなけれ

ばならない。本来、人間は年齢が高くなるに従って人間としての在り方生き方に関心を持つようになるのが普

通であるが、道徳教育に関しては逆で、学年が上がるに従って「道徳の授業」が楽しくないと興味や関心が希

薄になっている。われわれはこれを謙虚に受け止め、道徳の授業のどこに問題があるのか真剣に考えなければ

ならない。今大会では、道徳授業の成否の鍵は何なのか討究していきたい。

日 時 平成２４年１０月２７日（土）・２８日（日）

会 場 鳥取県立倉吉体育文化会館（ＪＲ山陰本線倉吉駅下車徒歩７分）

主 催 日本道徳教育学会

共 催 (財) 日本教育研究連合会

後 援 文部科学省 全国小学校道徳教育研究会 全国中学校道徳教育研究会
全国高等学校公民科「倫理」「現代社会」研究会 鳥取県教育委員会 市
町村教育委員会教育長会 倉吉市教育委員会 鳥取県小学校長会 鳥取県
中学校長会 鳥取県高等学校長協会 鳥取県小学校教育研究会道徳部会
鳥取県中学校教育研究会道徳部会 鳥取県道徳教育研究会



大会プログラム

第１日目 １０月２７日（土）

1 1 : 0 0 ～ 1 2 : 3 0 理 事 会（倉吉体育文化会館 １階教養室２）
1 2 : 0 0 ～ 受付開始（２階ホール）
1 3 : 0 0 ～ 1 3 : 2 0 開会行事（２階大研修室）

日 本 道 徳 教 育 学 会 会 長 挨 拶 横山利弘

第 8 0 回大会運営委員長挨拶 竹内善一

倉 吉 市 教 育 長 挨 拶 福井伸一郎

1 3 : 3 0 ～ 1 4 : 1 5 公開授業（２階大研修室）

鳥取大学附属小学校５年生

資料名「世界の医聖 野口英世」 授業者 木原一彰

1 4 : 2 0 ～ 1 5 : 5 0 授業検討会（２階大研修室）

コーディネーター 永田繁雄（東京学芸大学）

提案者 木原一彰（授業者）、竹内善一（元鳥取大学）

1 6 : 0 0 ～ 1 7 : 3 0 基調講演 「資料の役割と活用」（２階大研修室）

行安 茂（岡山大学名誉教授・本学会副会長）

講師紹介 廣川正昭（新潟医療福祉大学）

1 8 : 0 0 ～ 2 0 : 0 0 懇親会（シティホテル倉吉）

第２日目 １０月２８日（日）

8 : 3 0 ～ 受付開始（２階ホール）
9 : 0 0 ～ 1 1 : 5 5 分科会：自由研究発表（発表２５分、質疑１５分）
第１分科会（２階大研修室） 司会：七條正典（香川大学）

① 9:00～ 9:40 「『１３歳からの道徳教科書』」を活用した道徳授業

～人物を取り上げた資料による授業実践～」

山田 誠（筑波大学附属小学校）

② 9:45～10:25 「心に響く道徳の資料作成における一方途」

木下美紀（福津市立勝浦小学校）

③ 10:30～11:10 「道徳の教材開発力を高める～大学院における授業の試み～」

鈴木健二（愛知教育大学）

④ 11:15～11:55 「道徳的価値の自覚を深める指導法の研究 Part2」

富岡 栄（高崎市立中尾中学校）

第２分科会（２階中研修室） 司会：谷田増幸（兵庫教育大学）

① 9:00～9:40 「役割演技を取り入れた道徳の時間の効果について

～教職大学院における「学校支援プロジェクト」の実践を通して～」

北川沙織（上越教育大学大学院）・早川裕隆（上越教育大学）

② 9:45～10:25 「道徳の時間を要とし、自尊感情の育成を図った実践」

谷内宣夫（香南市立赤岡中学校）

③ 10:30～11:10 「自己決定理論に基づく道徳的実践力の育成」

中野真悟（刈谷市立雁が音中学校）

④ 11:15～11:55 「道徳教育推進教師のあり方と開発実践」

大蔵純子（岐阜大学大学院）・柳沼良太（岐阜大学）

第３分科会（２階小研修室１） 司会：岩佐信道（麗澤大学）

① 9:00～9:40 「日米の道徳教育に関する比較研究～新しい人格教育との比較を中心に～」

柳沼良太（岐阜大学）

② 9:45～10:25 「『明六雑誌』の道徳論」

藤野真挙（立命館大学）



③ 10:30～11:10 「道徳的行為の教育から人格形成へ

～日本型人格教育の理論構築に向けて～」

吉田 誠（山形大学）

④ 11:15～11:55 「アメリカ道徳教育の実践過程に関する時代比較～20世紀初頭と現代の

character educationにおける教育内容・教育方法に焦点を当てて～」

宮本浩紀（早稲田大学大学院）

第４分科会（２階小研修室２） 司会：柴原弘志（京都市教育委員会）
① 9:00～9:40 「人間尊重の精神とは～道徳教育を展望して～」

渋山昌雄 （島根大学）

② 9:45～10:25 「道徳の内容開発のための基礎的研究～道徳教育の全体計画において踏ま

える「道徳の内容との関連」を中心にして～」

堺 正之（福岡教育大学）

③ 10:30～11:10 「道徳教育と人権教育の関連」

坂井親治（西条市立東予西中学校）

④ 11:15～11:55 「児童虐待のケアに資する道徳の授業の可能性

～児童相談所の一時保護所における道徳の授業の実践研究～」

早川裕隆（上越教育大学）

第５分科会（１階教養室１） 司会：藤永芳純（元大阪教育大学）

① 9:00～9:40 「江戸時代における武士の倫理観形成について」

小林加代子（お茶の水大学大学院）

② 9:45～10:25 「基本を忘れている現在の“科学と宗教”

～求められる精神性および知性の飛躍的な向上～」

藤永克昭（道都大学）

③ 10:30～11:10 「韓国における宗教教育の動向～「教育課程」にみる宗教教育科目～」

関根明伸（国士舘大学）

④ 11:15～11:55 「大乗仏教における「自利利他」の道徳的価値」

岩瀬真寿美（名古屋産業大学）

第６分科会（１階教養室２） 司会：大庭茂美（九州女子大学）

① 9:00～9:40 「「シュタイナー教育」における道徳教育」

鴨居清保（成田国際福祉専門学校）

② 9:45～10:25 「不登校の子どもを再登校に導く支援方法の開発

～コンプリメントトレーニングの効果～」

森田直樹（香川大学附属坂出小学校）

③ 10:30～11:10 「幼児期における規範意識の形成に関する研究（１）」

湯浅阿貴子（昭和女子大学大学院）

④ 11:15～11:55 「規範意識育成における保幼小連携の必要性

～授業規範の基礎を培うために～」

園田雪恵（大阪市立大国小学校）

1 2 : 1 5 ～ 1 3 : 1 5 昼食、評議員会（１階教養室２）

1 3 : 2 5 ～ 1 5 : 2 5 シンポジウム「資料の選択及び開発とその活用」（２階大研修室）
コーディネーター 竹内善一（元鳥取大学）
シンポジスト 澤田浩一（文部科学省）

横山利弘（関西学院大学）
柴田八重子（愛知教育大学・武豊小学校）
林敦司（鳥取県郡家東小学校）

1 5 : 3 0 ～ 1 5 : 4 0 閉会行事（２階大研修室）
次期大会運営委員長挨拶 田沼茂紀（國學院大學）
学会代表挨拶 押谷由夫（本学会副会長）

参加費 ３０００円 懇親会費 ６０００円 弁当代 １０００円



【会場までのご案内】 【宿泊地のご案内】

※次のホームページから検索してください。

◎倉吉市ホテル旅館組合

http://www.sirakabe.net/

◎はわい温泉・東郷温泉旅館組合

http://www.hawai-togo.jp/

◎三朝温泉旅館協同組合

http://spa-misasa.jp/

【飛行機のご案内】 【ＪＲ（特急）のご案内】

◎鳥取空港 ◎米子空港 ◎スーパーはくと ◎スーパーまつかぜ

東京発 鳥取着 東京発 米子着 倉吉発 新大阪着 倉吉発 鳥取着
６：３５ ７：５０ ６：５０ ８：０５ ６：０８ ９：２８ ７：３３ ８：０４

１１：００ １２：１５ １０：０５ １１：２５ ８：１７ １１：２４ ８：５８ ９：２７

１５：５５ １７：１０ １４：０５ １５：２５ １０：１４ １３：２５ １０：２７ １０：５８

１９：４０ ２１：００ １８：０５ １９：２５ １２：２２ １５：２５ １２：５１ １３：１８

２０：０５ ２１：２５ １４：２５ １７：２３ １５：１７ １５：４４

鳥取発 東京着 米子発 東京着 １６：２４ １９：４１ １９：１４ １９：４３

７：０５ ８：２０ ７：１５ ８：３５ 新大阪発 倉吉着 ２１：１２ ２１：４０

８：４０ ９：５５ ９：０５ １０：２５ ９：１６ １２：３１ 倉吉発 米子着
１２：５０ １４：０５ １２：２５ １３：４５ １１：１６ １４：２３ ７：３３ ８：０６

１８：１０ １９：２５ １６：０５ １７：３０ １３：１６ １６：２３ ８：５８ ９：３１

２０：４５ ２２：０５ １７：１９ ２０：３２ １１：５４ １２：２４

※鳥取・米子空港とも９／３０現在の時刻です。 １５：５２ １６：２３

※鳥取空港～倉吉駅間は連絡バス有りがあります。 １８：１０ １８：４３

（片道：４５分・１２００円） １９：１４ １９：５０

※米子空港～倉吉駅間はＪＲをご利用ください。 ２１：２２ ２１：５５

【催し物のご案内】
◎「鳥取国際まんが博」平成２４年８月４日～１１月２５日
◎第６４回全国植樹祭～感じよう森の恵みと緑の豊かさ（2013鳥取）～
◎第３０回全国都市緑化とっとりフェア 平成２５年９月２１日～１１月１０日

【大会事務局】
第８０回大会運営委員長

竹内善一（元鳥取大学教授、日本道徳教育学会理事）
大会事務局長 前田哲雄

〒 68 9-0 50 1 鳥取市青谷町青谷 2 81 6 番地 3 8
TEL 0 85 7(85)13 80 FAX08 5 7(52)8 1 52
E-mail maeta-t-cochi@ncn-t .net

※「参加申込書」は、次のホームページにもありますのでご利用ください。

◎鳥取県道徳教育研究会 http://www.torikyo.ed.jp/doutoku-ken/


